
 

 

 

◎ 環境方針 

  

１．当社内で行う化学工業製品の製造、出荷等の事業活動が環境に与え 

   る影響を少なくする。  
   

２．環境関連の法規制、協定その他の要求事項を遵守する。 

  

３．日常及び定期点検を効果的に行い、事故時・緊急時を含め環境に著 

   しい影響を及ぼさないよう予防処置に努め、必要な訓練を行う。 

  

４．環境に対する影響が大きい項目に関して、技術的、経済的に可能な 

   範囲で、当社の環境目的及び目標を定め、環境保全の継続的な向上 

   を図るとともに、経営層による見直しを行い、環境マネジメントシ 

   ステム等のスパイラルアップを行う。 

   その中で、特に以下の項目の改善に重点的に取り組む。 
         

      ① 環境負荷物質の自主管理 

        ② 廃棄物の削減・再資源化の推進 

        ③ 省エネルギーの推進 
  

５．文書化された環境マネジメントシステムを効果的に実施し、維持管 

   理する。 また、全社員及び協力事業所に環境方針の理解と周知を 

   図るため、教育及び広報活動を推進する。 

  

 ６．この環境方針は、外部からの要求に応じて開示する。 

  

         
      ２０００年 １月 ５日   

                               徳島工場長   小山 昌三 

                             

 

 

 

 

 

 

 

          

                                                                                                      

  

環 境 方 針 
  

  

【ＲＣ基本方針】 
製品の開発から使用後の廃棄に至る過程のあらゆる段階において、製品安全、保安衛
生、環境保全に配慮し、顧客・社会からの信頼性向上に努める。 

 
 
【環境方針】 

全ての事業活動において環境の保全に配慮し、持続可能な社会の発展に努める。  
 
１．化学工業製品の開発、製造、出荷等の事業活動が環境に与える影響を少なくする。 
２．環境関連の法規制、協定、顧客要求、その他の要求事項を順守する。 
３．日常および定期点検を効果的に行い、事故時・緊急時を含め環境に著しい影響を

及ぼさないよう予防処置に努め、必要な訓練を行う。 
４．環境への影響が大きい環境側面に対して、技術的、経済的に可能な範囲で、測定

可能な環境目標を定め、その達成度を定期的に評価し、分析し、必要な処置をと
ることにより環境マネジメントシステムのスパイラルアップを行う。また、次の
事項に重点的に取り組む。 

1)  地球温暖化防止への取り組み 
2)  環境負荷低減への取り組み 
3)  循環型社会への取り組み 

５．環境パフォーマンスを向上させるため、文書化された環境マネジメントシステム
を効果的に実施し、維持管理する。また、全社員及び協力事業所に環境方針の理
解と周知を図るため、教育および広報活動を推進する。 

６. この方針は外部からの要求に応じて開示する。 
 
 

                                  ２０２５年 １月 １日             

                   代表取締役社長COO   小淵 秀範  

  

                           

  


